
 

 

 

 

生活保護不正受給者に対する保護費返還請求訴訟等の終了について 

 

 

平成２６年（２０１４年）第４回町田市議会定例会にて議決された、生活保護

不正受給者に対する保護費返還請求訴訟に関するすべての法的手続が終了しま

したのでご報告するものです。 

 

【概要】 

被告は、被告の両親のそれぞれの名義で、複数の預貯金口座に総額約３４００

万円を有していたにも関わらず、生活困窮を装って２００９年１２月１１日か

ら２０１２年３月２１日までの間、市から不正に生活保護費を受け取っていた

ため、市は生活保護法第７８条に基づき、支給済み保護費の返還を求めていまし

た。しかし、被告は返還を行わず、任意に返還を受けられる見込みがなかったた

め、市は、事前に被告の預貯金債権の仮差押を行った上で、２０１５年５月２２

日、被告に対し、不正に受給した生活保護費の返還請求訴訟を提起しました。 

同年１０月２９日、裁判所は、市の請求（２０５万３０８０円）をすべて認め

る判決を言い渡し、判決は２０１６年５月３日に確定しました。市は、判決に基

づき被告の預貯金債権を差し押さえ、同年８月１０日までに上記請求金額の取

立てを完了しました。 

２０１８年１１月１６日、裁判所により、返還請求訴訟提起前に行った被告の

預貯金債権仮差押に際し市が供託した供託金６０万円の担保取消決定がなされ

ました。同決定に基づき、２０１９年２月１２日、東京法務局八王子支局に対し

て供託金の取戻し手続を行い、以上をもって上記生活保護不正受給者に対する

保護費返還請求訴訟に関する法的手続をすべて終了しました。 
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